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交流人口 市 　の 　統　計
面　積　 125.30㎢
人　口　 
　男　　 
　女　　 
世帯数　 22,474 世帯

　内　外国人数 374人（- 1）
　　　　男　　 159人（- 1）
　　　　女　　 215人（  0）
　登 録 国 籍 数　　 25カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《令和４年11月30日現在》

出生数　 25人     
死亡数　 61人 

人身事故 7件 死亡 0人 負傷 7人 

転入 103人 
転出 101人     　《11月分》

　《11月分》

高知自動車道
南国I.C.

入 111,496台
出 113,629台

高知龍馬空港
出発 63,725人
到着    64,380人

《11月分》
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　   島崎 月杜
さきしま る と

令和４年10月生まれ

産まれてきてくれてありがとう！
これからもすくすくと元気でいてね！

ちゃん

46,336人（-  34）
22,101人（-  10）
24,235人（-  24）

（- 13）
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　30歳代は自分の夢を実現する時だといわれます。私
の夢を果たしたのは約1年前―英語教師になること。
私の友人は、私が日本に行くことを知って「なんで日本
？」と。多分、私が韓国ドラマにはまり、Super Juniorや
BTSが大好きなのを知っているから、「韓国じゃないの
？」という意味です。
　日本と聞いて、まず頭に浮かぶのは、寿司や、前から
好きなドラゴンボールやスラムダンクといったアニメ
です。でも、ここで1年以上暮らしていると、日本のもっ
と他の事、特に南国市、高知県の良さに気づきました。
　冬に食べる新鮮なカツオのたたきのおいしさ、春に
は熊野神社の桜の美しさ、夏には、吾岡山で繰り広げ
られる子供たちの声、秋には、悩む心にもたらされる
国分寺の静けさ。そして街中では、自転車で通勤中す
れ違うお年寄りの「おはよう！」の声があり、スーパー、
後免駅、焼き鳥屋さんでの店員さんのおもてなしがあ
ります。
　南国には、日本人の心温まる雰囲気があります。事実、
日本には、ラーメン、寿司、アニメ、j-popや便利な交通
網以上のことがあります。日本は住みやすいところで、
南国は私のふるさとのようです。だから、今の私なら、信
念と笑顔で、「なんで日本じゃダメなの？」と答えるでし
ょう。

なんで日本じゃ
　　    ダメなの？
なんで日本じゃ
　　    ダメなの？

フィリピン共和国
メトロマニラ パラニャーケ市

スマホはこちらから ⇒

　市内在住の２歳の誕生日までの赤ちゃん
（応募時）の写真を募集中！
詳細は市HPまたはお問い合わせください。
問／企画課秘書広報係　
　　☎０８８-８８０-６５５３

南国市
防災行政無線
放送内容確認
フリーダイヤル ※24時間以内の放送が確認できます

0120-7 5 9 1 3 1
ナン　  コ    　ク ボウ  　サ   　イ

0120-7 5 9 1 3 1
ナン　  コ    　ク ボウ  　サ   　イ 「広報なんこく」は、地区連絡員

さんたちのご協力で皆さんの家
庭にお届けしています。

あ
け
ま
し
て

　
　お
め
で
と
う
！

シャモ番長への
年賀状を

お待ちしています。
【宛先】

〒783-8501
　　　　　シャモ番長　宛

シャモ番長への

年賀状
シャモ番長への

年賀状

　   橋田 理史
だはし り　 ひと

令和2年10月生まれ

かくれんぼが大好きな理史くん。
どこに隠れてもすぐに見つけ出すよ！
これからもたくさん遊ぼうね♪

くん
n-hisho@city.nankoku.lg.jp

ニチさん【香長中学校ＡＬＴ】

People say that the 30’s is about making one’s 
dreams come true. And it was a little over a year ago 
when I decided to follow mine -to become an English teacher. 
When my friends learned that I was moving to Japan to become an ALT here, they 
asked me “Why Japan?” Maybe they asked me this because they knew how much 
I loved Korean dramas, Super Junior and BTS so they wondered why not Korea 
instead? 
When I hear Japan the first thing that comes to my mind is sushi and my all-time favorite 
anime Dragon Ball and Slamdunk. But living here for more than a year now has opened my 
eyes to what more Japan, particularly Nankoku City, Kochi has to offer. 
Nankoku is the umami brought by the scrumptious and freshly-grilled katsuo no tataki best 
eaten in winter. It is the beauty that Kumano shrine offers in spring time. It is the youth that 
Gokayama Park brings during the summer. It the tranquility that Kokubunji Temple brings 
to a troubled heart in autumn. 
Nankoku is the “Good morning!” of the old people that I pass by when I ride my bicycle to 
work or my destination. It is the omotenashi of the clerks in Nankoku Paste, Gomen Station, 
and yakitori stand.
Nankoku is the heartwarming atmosphere of Japan. Truly, Japan is more than ramen and 
sushi, anime and J-pop, or the convenient transportation system. 
Japan is haven. Nankoku is home. 
 So now I can answer them with conviction and smile on my face, “Because why not Japan?”

https://www.city.nankoku.lg.jp

南国市
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
原
油
価
格
や
食
料
品
価
格
等
の

物
価
高
騰
は
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

市
民
の
皆
様
は
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
け
る

よ
う
、
市
民
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、
事
業
者
の
経
営
維
持
に
向

け
、
継
続
し
て
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

10
月
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
接
種
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
市
政
に
関
し
ま
し
て
は
、
５
０
０
席
の
ホ
ー
ル
を
備
え
た
「
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
４
月
か
ら
開
館
し
、
現
在
は
、
付
帯

工
事
と
し
て
駐
車
場
整
備
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
年
春
に
は
、
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平山　耕三
南国市議会議長　
浜田　和子

市民の皆様とともに　
元気な南国市を！
市民の皆様とともに　
元気な南国市を！

心豊かに暮らすことの
できるまちづくりを
心豊かに暮らすことの
できるまちづくりを

南国市長

施
設
全
体
が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
国
日
章
産
業
団
地
に
立
地
企

業
へ
の
分
譲
を
進
め
て
お
り
、
国
営
ほ
場
整
備
事
業
で
は
、
下
島
、

久
枝
、
能
間
の
３
工
区
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防

災
対
策
と
し
て
、
15
基
目
と
な
る
津
波
避
難
施
設
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
タ
ワ
ー
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
中
山
間
対
策
な
ど

定
住
施
策
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
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く
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を
進
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ま
い
り
ま
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ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
希
望
あ
ふ
れ
る
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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■
褒
状

「
青
春
譜
」 

岡
崎
都
子（
高
知
市
）

■特選
 「花園」　兵頭　靜（下野田）■特選

 「仕上げの一筆」
　　　島元慶子（高知市）

■特選
「午後のスケッチ」　
　　鈴木伸一郎（香美市）

■特選
「夕日に急げ」　中沢猛男（十市）

■
奨
励
賞

「
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」 

武
市
誠
一
郎（
十
市
）

「
翔
鶴
乱
舞
」 

水
田
貴
士（
岡
豊
町
小
篭
）

「
守
護
神
」 

米
田

　實（
大
埇
甲
）

　市立スポーツセンターで、第62回南国市美術展覧会が開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、７部門169点の作品の中から、特選6点、褒状11点、奨励賞16点、入選134点が展示されま
した。児童・生徒の部では、８部門9,180点の作品の中から、特選360点、入選3,167点が展示されました。
　また、幼児の部は無審査で215点の作品が展示されました。
※会期：12月４日～11日。一般の部の各部門、特選作品を掲載。（敬称略）

　市立スポーツセンターで、第62回南国市美術展覧会が開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、７部門169点の作品の中から、特選6点、褒状11点、奨励賞16点、入選134点が展示されま
した。児童・生徒の部では、８部門9,180点の作品の中から、特選360点、入選3,167点が展示されました。
　また、幼児の部は無審査で215点の作品が展示されました。
※会期：12月４日～11日。一般の部の各部門、特選作品を掲載。（敬称略）

美術展覧会美術展覧会
第62回南国市

審
査
員
／
山
岡
良
仁

審
査
員
／
和
泉
蒼
牛

彫
塑
・
立
体
・
工
芸

■
褒
状

「
風
の
い
た
ず
ら
」 

宮
地
幸（
香
美
市
）

「
ド
ッ
キ
リ
」 

吉
井
揚
子（
香
美
市
）

■
奨
励
賞

「
岩
肌
の
五
線
符
」 

岡
村
純
子（
大
埇
甲
）

「
入
野
松
原

　空
翔
け
る
閃
光
」

 

𠮷
村
純
𠮷（
高
知
市
）

「
捕
獲
」 

吉
本
直
樹（
久
枝
）

審
査
員
／
反
田
浩
昭
・
杉
野
節
子

審
査
員
／
松
井
大
洲

審
査
員
／
越
智
篤
史

写

　真

■
褒
状

「
菜
根
譚
」 

坂
本
明
翠（
小
籠
）

「
古
琴
」 

前
田
智
美（
香
美
市
）

「
去
来
今
」 

𠮷
村
𠮷
子（
高
知
市
）

■
特
選   「
秋
の
う
た
」
　澤
谷
清
辰
（
大
埇
甲
）

■
特
選   「
風
葉
吟
」
　島
内
秋
草
（
物
部
）

■
奨
励
賞

「
湖
上
」 

池
本
香
瑶（
篠
原
）

「
篠
原
梵
の
句
」 

伊
藤
草
鈴（
い
の
町
）

「
望
山
月
」 

坂
本
純
久（
小
籠
）

「
日
の
光
」 

沢
田
白
洋（
高
知
市
）

「
幽
径
」 

安
岡
多
世（
篠
原
）

書
道

■
奨
励
賞

「
し
ず
ま
れ
」
　
　
　

  

水
田
貴
士（
岡
豊
町
小
篭
）

■
褒
状

 「
土
佐
和
紙
を
使
っ
た
展
覧
会
の
立
体
ポ
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

川
本

　高（
里
改
田
）

■
褒
状

 「
本
心
」
　小
笠
原
彩
華（
岡
豊
高
校
）

デ
ザ
イ
ン

審
査
員
／
岩
神
義
宏

漫
画

■
褒
状

「
水
蓮
」 

楠
目
和
世（
岡
豊
高
校
）

「
光
」 

上
月
和
奏（
岡
豊
高
校
）

「
群
鶴
」 

水
田
貴
士（
岡
豊
町
小
篭
）

■
奨
励
賞

「
コ
ー
ヒ
ー・
ブ
レ
イ
ク
」 

斉
藤
峯
子（
大
埇
甲
）

「
調
べ・
蘇
州
夜
曲
」 

中
谷
陽
子（
高
知
市
）

「
寂
れ
た
無
人
駅
」 

松
岡
恵
美
子（
日
吉
町
）

「
静
物
」 

森
岡
万
奈（
岡
豊
町
中
島
）

審
査
員
／
上
岡
洋
介

洋
画

日
本
画
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企

　画

企

　画

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

危
機
管
理

危
機
管
理

震
災
訓
練

　
11
月
６
日
に「
令
和
４
年
度
南

国
市
震
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し

た
。久
礼
田
小
学
校
を
会
場
と
し
、

児
童
の
登
校
時
に
合
わ
せ
た
通
学

路
か
ら
の
避
難
訓
練
を
皮
切
り
に
、

被
災
直
後
に
お
い
て
最
も
地
域
で

力
を
発
揮
す
る
消
防
団
な
ら
び
に

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
訓
練

を
実
施
し
、地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

消
防
団
は
、中
継
送
水
訓
練
お
よ

び
機
動
部
隊
に
よ
る
が
れ
き
除
去

・
救
出
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

11
月
13
日
に
は
、物
部
川
右
岸
河

川
敷
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、国
土

交
通
省
お
よ
び
本
市
な
ど
が
主
催

す
る「
令
和
４
年
度
大
規
模
津
波

防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

震
災
訓
練

　
11
月
６
日
に「
令
和
４
年
度
南

国
市
震
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し

た
。久
礼
田
小
学
校
を
会
場
と
し
、

児
童
の
登
校
時
に
合
わ
せ
た
通
学

路
か
ら
の
避
難
訓
練
を
皮
切
り
に
、

被
災
直
後
に
お
い
て
最
も
地
域
で

力
を
発
揮
す
る
消
防
団
な
ら
び
に

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
訓
練

を
実
施
し
、地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

消
防
団
は
、中
継
送
水
訓
練
お
よ

び
機
動
部
隊
に
よ
る
が
れ
き
除
去

・
救
出
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

11
月
13
日
に
は
、物
部
川
右
岸
河

川
敷
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、国
土

交
通
省
お
よ
び
本
市
な
ど
が
主
催

す
る「
令
和
４
年
度
大
規
模
津
波

防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

財
　政

財
　政

　
本
年
度
決
算
見
込
み
は
、基
金

の
取
り
崩
し
も
予
想
さ
れ
る
状
況

で
す
。今
後
も
歳
入
歳
出
の
動
向

に
注
視
し
、財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

  

来
年
度
の
財
政
収
支
の
見
込
み

は
、国
の
仮
試
算
に
よ
る
と
、地
方

交
付
税
に
地
方
税
な
ど
を
加
え
た

一
般
財
源
総
額
は
確
保
す
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
が
地
方
交
付
税

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、

楽
観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
出
は
、高
齢
化
な
ど
に
伴
う

扶
助
費
や
子
育
て
関
連
経
費
な
ど

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
う
え
、公

債
費
が
令
和
元
年
度
か
ら
増
加
し

て
お
り
、財
政
構
造
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

  
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

来
年
度
予
算
編
成
で
は
、第
４
次

南
国
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
、「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
」、「
健
康
・
福
祉

の
ま
ち
」、「
産
業
・
交
流
の
ま
ち
」、

「
教
育
・
文
化
の
ま
ち
」、「
協
働
・
連

帯
の
ま
ち
」の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
目
標
を
軸
と
し
、引
き
続

き
、歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

　
本
年
度
決
算
見
込
み
は
、基
金

の
取
り
崩
し
も
予
想
さ
れ
る
状
況

で
す
。今
後
も
歳
入
歳
出
の
動
向

に
注
視
し
、財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

  

来
年
度
の
財
政
収
支
の
見
込
み

は
、国
の
仮
試
算
に
よ
る
と
、地
方

交
付
税
に
地
方
税
な
ど
を
加
え
た

一
般
財
源
総
額
は
確
保
す
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
が
地
方
交
付
税

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、

楽
観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
出
は
、高
齢
化
な
ど
に
伴
う

扶
助
費
や
子
育
て
関
連
経
費
な
ど

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
う
え
、公

債
費
が
令
和
元
年
度
か
ら
増
加
し

て
お
り
、財
政
構
造
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

  
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

来
年
度
予
算
編
成
で
は
、第
４
次

南
国
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
、「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
」、「
健
康
・
福
祉

の
ま
ち
」、「
産
業
・
交
流
の
ま
ち
」、

「
教
育
・
文
化
の
ま
ち
」、「
協
働
・
連

帯
の
ま
ち
」の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
目
標
を
軸
と
し
、引
き
続

き
、歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

　平
山
耕
三
市
長
は
、
各
議
案
の

提
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
の
主

要
な
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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姉
妹
都
市
交
流
事
業

　
10
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、姉

妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
岩
沼
市
の

小
学
生
、中
学
生
が
本
市
を
訪
問

し
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
お

よ
び
掩
体
公
園
の
見
学
や
、十
市

小
学
校
、香
南
中
学
校
の
児
童
生

徒
と
交
流
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、３
年
ぶ

り
に
19
名
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、60

代
、70
代
を
中
心
と
す
る
南
国
市

軟
式
野
球
連
盟
選
抜
チ
ー
ム
16
名

が
岩
沼
市
を
訪
問
し
、平
成
５
年

以
来
の
野
球
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
と
19
日
に
は
佐
藤
岩

沼
市
長
が
本
市
を
訪
問
し
、ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
な
ど
の
視

察
や
長
宗
我
部
フ
ェ
ス
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
来
年
度
は
姉
妹
都
市
提
携
50
周

年
を
迎
え
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

相
互
の
訪
問
な
ど
を
企
画
し
、交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
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、

相
互
の
訪
問
な
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企
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、交

流
を
深
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ま
す
。

　
８
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

を
普
及
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

量
販
店
の
ご
協
力
の
も
と
出
張
申

請
を
実
施
し
、新
規
申
請
は
、

１
，０
７
９
件
あ
り
ま
し
た
。10
月

末
現
在
の
本
市
の
交
付
率
は
41
．１

％
、高
知
県
内
の
交
付
率
は
44
．０

％
、全
国
平
均
は
51
．１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
な
る
交
付
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
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民

　生

民

　生

特
定
健
診

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

36
％
で
、前
年
度
比
２
ポ
イ
ン
ト
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、令
和

２
年
度
か
ら
集
団
健
診
の
回
数
を

増
加
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、

受
診
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。受
診
勧
奨

の
通
知
後
に
受
診
者
数
が
大
き
く

伸
び
て
い
ま
す
の
で
、本
年
度
も
積

極
的
に
通
知
を
行
い
、受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
　

　
国
府
小
学
校
の
放
課
後
児
童
施

設
は
、利
用
人
数
の
増
加
に
伴
い
、

11
月
か
ら
増
改
築
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
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年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

36
％
で
、前
年
度
比
２
ポ
イ
ン
ト
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、令
和

２
年
度
か
ら
集
団
健
診
の
回
数
を

増
加
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、

受
診
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。受
診
勧
奨

の
通
知
後
に
受
診
者
数
が
大
き
く

伸
び
て
い
ま
す
の
で
、本
年
度
も
積

極
的
に
通
知
を
行
い
、受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
　

　
国
府
小
学
校
の
放
課
後
児
童
施

設
は
、利
用
人
数
の
増
加
に
伴
い
、

11
月
か
ら
増
改
築
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

環

　境

環

　境

　
８
月
末
に
事
業
所
跡
地
よ
り
低

濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
油
が
流
出
し
、

敷
地
に
隣
接
し
た
水
路
か
ら
下
流

域
に
流
れ
出
た
事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。現
在
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
専
門

業
者
が
水
路
の
除
染
と
事
業
所
敷

地
内
の
土
壌
汚
染
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

 

地
域
住
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
、原
因
企
業
に
対

し
て
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。
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に
事
業
所
跡
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度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
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油
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出
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事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。現
在
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
専
門

業
者
が
水
路
の
除
染
と
事
業
所
敷

地
内
の
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壌
汚
染
調
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す
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地
域
住
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
、原
因
企
業
に
対

し
て
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。

商
工
観
光

商
工
観
光

南
国
日
章
産
業
団
地

　
商
談
中
の
１
区
画
の
売
却
が
決

定
し
、10
月
末
現
在
で
３
区
画
を
分

譲
し
ま
し
た
。

　
残
る
４
区
画
は
引
き
続
き
、製
造

業
と
流
通
業
を
対
象
に
入
居
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

南
国
日
章
産
業
団
地

　
商
談
中
の
１
区
画
の
売
却
が
決

定
し
、10
月
末
現
在
で
３
区
画
を
分

譲
し
ま
し
た
。

　
残
る
４
区
画
は
引
き
続
き
、製
造

業
と
流
通
業
を
対
象
に
入
居
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

建

　設

建

　設

地
籍
調
査
事
業

　
亀
岩
、八
幡
お
よ
び
浜
改
田
地

地
籍
調
査
事
業

　
亀
岩
、八
幡
お
よ
び
浜
改
田
地

区
で
一
筆
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
に
一
筆
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
亀
岩
、笠
ノ
川
、上
末

松
お
よ
び
前
浜
地
区
で
地
籍
簿
、

地
籍
図
の
作
成
お
よ
び
閲
覧
業
務

を
行
う
な
ど
、計
画
ど
お
り
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。

区
で
一
筆
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
に
一
筆
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
亀
岩
、笠
ノ
川
、上
末

松
お
よ
び
前
浜
地
区
で
地
籍
簿
、

地
籍
図
の
作
成
お
よ
び
閲
覧
業
務

を
行
う
な
ど
、計
画
ど
お
り
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。

都
市
整
備

都
市
整
備

住
宅
耐
震
化

  

９
月
か
ら
物
部
、堀
ノ
内
、前
浜

お
よ
び
浜
改
田
地
区
に
お
い
て
、建

築
士
に
よ
り
住
宅
耐
震
改
修
の
必

要
性
や
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
す

る
戸
別
訪
問
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、啓
発
活
動
な
ど
に
よ

る
耐
震
改
修
の
実
施
率
向
上
に
努

め
ま
す
。

住
宅
耐
震
化

  

９
月
か
ら
物
部
、堀
ノ
内
、前
浜

お
よ
び
浜
改
田
地
区
に
お
い
て
、建

築
士
に
よ
り
住
宅
耐
震
改
修
の
必

要
性
や
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
す

る
戸
別
訪
問
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、啓
発
活
動
な
ど
に
よ

る
耐
震
改
修
の
実
施
率
向
上
に
努

め
ま
す
。

上
下
水
道

上
下
水
道

上
水
道

　
水
道
未
普
及
地
域
解
消
と
し
て
、

蔵
福
寺
島
地
区
の
配
水
管
布
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
は
、本
年
度
予
定

し
て
い
た
三
畠
地
区
の
配
水
管
布

設
替
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
地
震
対
策
は
、大
篠
水
源
地
か

ら
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

上
水
道

　
水
道
未
普
及
地
域
解
消
と
し
て
、

蔵
福
寺
島
地
区
の
配
水
管
布
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
は
、本
年
度
予
定

し
て
い
た
三
畠
地
区
の
配
水
管
布

設
替
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
地
震
対
策
は
、大
篠
水
源
地
か

ら
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

福

　祉

福

　祉

民
生
委
員・児
童
委
員

　
本
年
が
一
斉
改
選
の
年
に
当
た

り
、12
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任

期
で
、民
生
児
童
委
員
１
２
３
名
、

主
任
児
童
委
員
11
名
の
方
が
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
に
お
け
る
生
活

課
題
を
早
期
に
発
見
し
、支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員

　
本
年
が
一
斉
改
選
の
年
に
当
た

り
、12
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任

期
で
、民
生
児
童
委
員
１
２
３
名
、

主
任
児
童
委
員
11
名
の
方
が
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
に
お
け
る
生
活

課
題
を
早
期
に
発
見
し
、支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

消

　防

消

　防

職
員
研
修

　
消
防
大
学
校
、消
防
学
校
の
各

種
専
門
課
程
へ
の
入
校
お
よ
び
高

知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
医

師
を
講
師
と
し
て
病
院
前
産
科
救

急
研
修
を
行
い
、周
産
期
救
急
事

案
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

職
員
研
修

　
消
防
大
学
校
、消
防
学
校
の
各

種
専
門
課
程
へ
の
入
校
お
よ
び
高

知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
医

師
を
講
師
と
し
て
病
院
前
産
科
救

急
研
修
を
行
い
、周
産
期
救
急
事

案
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

教

　育

教

　育

学
校
教
育

　
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
73

回
高
新
中
学
駅
伝
競
走
大
会
で
、

香
長
中
学
校
が
大
会
史
上
初
の
男

女
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。男
子

は
13
年
ぶ
り
５
度
目
、女
子
は
３

年
連
続
16
度
目
の
優
勝
と
な
り
、

12
月
18
日
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
30
回
全
国
中
学
校
駅
伝
に
出

場
し
ま
す
。

施
設
整
備

　
国
府
小
学
校
、三
和
小
学
校
、後

免
野
田
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
お
よ
び
岡
豊
小
学
校
の
プ
ー

ル
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館

　
本
年
度
に
予
定
し
て
い
た
用
地

取
得
お
よ
び
物
件
移
転
は
契
約
が

完
了
し
ま
し
た
。来
年
度
も
引
き

続
き
、用
地
取
得
な
ど
を
行
い
、新

図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
取
組
を

進
め
ま
す
。

 

成
人
式

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、本
市
で
は
引
き

続
き
20
歳
の
方
を
対
象
に
、式
典

の
名
称
も
変
更
せ
ず
に
実
施
し
ま

す
。
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校
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催
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国
府
小
学
校
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レ
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よ
び
岡
豊
小
学
校
の
プ
ー

ル
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館

　
本
年
度
に
予
定
し
て
い
た
用
地

取
得
お
よ
び
物
件
移
転
は
契
約
が

完
了
し
ま
し
た
。来
年
度
も
引
き

続
き
、用
地
取
得
な
ど
を
行
い
、新

図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
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を
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ま
す
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成
人
式

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、本
市
で
は
引
き

続
き
20
歳
の
方
を
対
象
に
、式
典

の
名
称
も
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更
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ず
に
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す
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農
林
水
産

農
林
水
産

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
久
枝
工
区
は
本
年
度
、能
間
お

よ
び
下
島
工
区
は
来
年
度
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、新
た
に
、浜
改

田
西
部
工
区
で
着
工
す
る
予
定
で

あ
り
、堀
ノ
内
お
よ
び
廿
枝
工
区

は
、土
地
改
良
区
の
ほ
か
関
係
機

関
と
連
携
し
て
換
地
計
画
原
案
な

ど
の
作
成
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
新
た
な
有
望
品
目

と
し
て
、本
年
度
か
ら
業
務
加
工

用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
久
枝
工
区
は
本
年
度
、能
間
お

よ
び
下
島
工
区
は
来
年
度
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、新
た
に
、浜
改

田
西
部
工
区
で
着
工
す
る
予
定
で

あ
り
、堀
ノ
内
お
よ
び
廿
枝
工
区

は
、土
地
改
良
区
の
ほ
か
関
係
機

関
と
連
携
し
て
換
地
計
画
原
案
な

ど
の
作
成
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
新
た
な
有
望
品
目

と
し
て
、本
年
度
か
ら
業
務
加
工

用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
も
、可
能
性
を

探
る
た
め
試
験
栽
培
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

  農
業
委
員
会

　
任
期
満
了
に
伴
い
11
月
17
日
に

改
選
が
行
わ
れ
、濵
田
好
典
氏
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
で
は
19
名
中
５
名
、農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
は
17

名
中
１
名
が
女
性
委
員
と
な
り
、前

期
に
比
べ
３
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
市
の
農
業
発
展
の
た

め
、高
知
大
学
や
農
業
大
学
校
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
若
手
農
業
者

座
談
会
の
開
催
や
新
規
就
農
の
支

援
な
ど
、委
員
会
の
さ
ら
な
る
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
も
、可
能
性
を

探
る
た
め
試
験
栽
培
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

  農
業
委
員
会

　
任
期
満
了
に
伴
い
11
月
17
日
に

改
選
が
行
わ
れ
、濵
田
好
典
氏
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
で
は
19
名
中
５
名
、農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
は
17

名
中
１
名
が
女
性
委
員
と
な
り
、前

期
に
比
べ
３
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
市
の
農
業
発
展
の
た

め
、高
知
大
学
や
農
業
大
学
校
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
若
手
農
業
者
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談
会
の
開
催
や
新
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就
農
の
支

援
な
ど
、委
員
会
の
さ
ら
な
る
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

下
水
道

　
未
普
及
対
策
と
し
て
、篠
原
土

地
区
画
整
理
事
業
に
併
せ
て
発
注

し
た
汚
水
管
渠
築
造
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

下
水
道

　
未
普
及
対
策
と
し
て
、篠
原
土

地
区
画
整
理
事
業
に
併
せ
て
発
注

し
た
汚
水
管
渠
築
造
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

広報なんこく 令和5年1月号4



市  政  報  告
12月2日第428回　市議会定例会第428回　市議会定例会

議 会12 月

企

　画

企

　画

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

危
機
管
理

危
機
管
理

震
災
訓
練

　
11
月
６
日
に「
令
和
４
年
度
南

国
市
震
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し

た
。久
礼
田
小
学
校
を
会
場
と
し
、

児
童
の
登
校
時
に
合
わ
せ
た
通
学

路
か
ら
の
避
難
訓
練
を
皮
切
り
に
、

被
災
直
後
に
お
い
て
最
も
地
域
で

力
を
発
揮
す
る
消
防
団
な
ら
び
に

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
訓
練

を
実
施
し
、地
域
防
災
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

消
防
団
は
、中
継
送
水
訓
練
お
よ

び
機
動
部
隊
に
よ
る
が
れ
き
除
去

・
救
出
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
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河
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敷
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メ
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ン
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と
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て
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土
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省
お
よ
び
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市
な
ど
が
主
催

す
る「
令
和
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模
津
波

防
災
訓
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施
し
ま
し
た
。
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。

財
　政

財
　政

　
本
年
度
決
算
見
込
み
は
、基
金

の
取
り
崩
し
も
予
想
さ
れ
る
状
況

で
す
。今
後
も
歳
入
歳
出
の
動
向

に
注
視
し
、財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

  

来
年
度
の
財
政
収
支
の
見
込
み

は
、国
の
仮
試
算
に
よ
る
と
、地
方

交
付
税
に
地
方
税
な
ど
を
加
え
た

一
般
財
源
総
額
は
確
保
す
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
が
地
方
交
付
税

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、

楽
観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
出
は
、高
齢
化
な
ど
に
伴
う

扶
助
費
や
子
育
て
関
連
経
費
な
ど

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
う
え
、公

債
費
が
令
和
元
年
度
か
ら
増
加
し

て
お
り
、財
政
構
造
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

来
年
度
予
算
編
成
で
は
、第
４
次

南
国
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
、「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
」、「
健
康
・
福
祉

の
ま
ち
」、「
産
業
・
交
流
の
ま
ち
」、

「
教
育
・
文
化
の
ま
ち
」、「
協
働
・
連

帯
の
ま
ち
」の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
目
標
を
軸
と
し
、引
き
続

き
、歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

　
本
年
度
決
算
見
込
み
は
、基
金

の
取
り
崩
し
も
予
想
さ
れ
る
状
況

で
す
。今
後
も
歳
入
歳
出
の
動
向

に
注
視
し
、財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

  

来
年
度
の
財
政
収
支
の
見
込
み

は
、国
の
仮
試
算
に
よ
る
と
、地
方

交
付
税
に
地
方
税
な
ど
を
加
え
た

一
般
財
源
総
額
は
確
保
す
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
が
地
方
交
付
税

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
、

楽
観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
出
は
、高
齢
化
な
ど
に
伴
う

扶
助
費
や
子
育
て
関
連
経
費
な
ど

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
う
え
、公

債
費
が
令
和
元
年
度
か
ら
増
加
し

て
お
り
、財
政
構
造
の
硬
直
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
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い
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の
中
、

来
年
度
予
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編
成
で
は
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次
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に
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安
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の
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祉
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・
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」、「
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基
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目
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を
軸
と
し
、引
き
続

き
、歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
図
り

ま
す
。

　平
山
耕
三
市
長
は
、
各
議
案
の

提
案
説
明
に
先
立
ち
、
市
政
の
主

要
な
課
題
を
報
告
し
ま
し
た
。
あ

ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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姉
妹
都
市
交
流
事
業

　
10
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、姉

妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
岩
沼
市
の

小
学
生
、中
学
生
が
本
市
を
訪
問

し
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
お

よ
び
掩
体
公
園
の
見
学
や
、十
市

小
学
校
、香
南
中
学
校
の
児
童
生

徒
と
交
流
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、３
年
ぶ

り
に
19
名
の
訪
問
団
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
10
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、60

代
、70
代
を
中
心
と
す
る
南
国
市

軟
式
野
球
連
盟
選
抜
チ
ー
ム
16
名

が
岩
沼
市
を
訪
問
し
、平
成
５
年

以
来
の
野
球
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
と
19
日
に
は
佐
藤
岩

沼
市
長
が
本
市
を
訪
問
し
、ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
タ
ワ
ー
な
ど
の
視

察
や
長
宗
我
部
フ
ェ
ス
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
来
年
度
は
姉
妹
都
市
提
携
50
周

年
を
迎
え
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

相
互
の
訪
問
な
ど
を
企
画
し
、交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
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都
市
提
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50
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を
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え
ま
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の
で
、引
き
続
き
、

相
互
の
訪
問
な
ど
を
企
画
し
、交

流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
８
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

を
普
及
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

量
販
店
の
ご
協
力
の
も
と
出
張
申

請
を
実
施
し
、新
規
申
請
は
、

１
，０
７
９
件
あ
り
ま
し
た
。10
月

末
現
在
の
本
市
の
交
付
率
は
41
．１

％
、高
知
県
内
の
交
付
率
は
44
．０

％
、全
国
平
均
は
51
．１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
な
る
交
付
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
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20
日
か
ら
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月
30
日
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で
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促
進
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在
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交
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国
平
均
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51
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っ
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ま
す
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ら
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率
の
向
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を
目
指
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ま
す
。

民

　生

民

　生

特
定
健
診

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

36
％
で
、前
年
度
比
２
ポ
イ
ン
ト
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、令
和

２
年
度
か
ら
集
団
健
診
の
回
数
を

増
加
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
、

受
診
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。受
診
勧
奨

の
通
知
後
に
受
診
者
数
が
大
き
く

伸
び
て
い
ま
す
の
で
、本
年
度
も
積

極
的
に
通
知
を
行
い
、受
診
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
　

　
国
府
小
学
校
の
放
課
後
児
童
施

設
は
、利
用
人
数
の
増
加
に
伴
い
、

11
月
か
ら
増
改
築
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。
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環
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環
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８
月
末
に
事
業
所
跡
地
よ
り
低

濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
油
が
流
出
し
、

敷
地
に
隣
接
し
た
水
路
か
ら
下
流

域
に
流
れ
出
た
事
例
が
発
生
し
ま

し
た
。現
在
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
専
門

業
者
が
水
路
の
除
染
と
事
業
所
敷

地
内
の
土
壌
汚
染
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

 

地
域
住
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に

努
め
る
と
と
も
に
、原
因
企
業
に
対

し
て
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。
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南
国
日
章
産
業
団
地

　
商
談
中
の
１
区
画
の
売
却
が
決

定
し
、10
月
末
現
在
で
３
区
画
を
分

譲
し
ま
し
た
。

　
残
る
４
区
画
は
引
き
続
き
、製
造

業
と
流
通
業
を
対
象
に
入
居
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

南
国
日
章
産
業
団
地

　
商
談
中
の
１
区
画
の
売
却
が
決

定
し
、10
月
末
現
在
で
３
区
画
を
分

譲
し
ま
し
た
。

　
残
る
４
区
画
は
引
き
続
き
、製
造

業
と
流
通
業
を
対
象
に
入
居
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

建

　設

建

　設

地
籍
調
査
事
業

　
亀
岩
、八
幡
お
よ
び
浜
改
田
地

地
籍
調
査
事
業

　
亀
岩
、八
幡
お
よ
び
浜
改
田
地

区
で
一
筆
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
度
に
一
筆
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
亀
岩
、笠
ノ
川
、上
末

松
お
よ
び
前
浜
地
区
で
地
籍
簿
、

地
籍
図
の
作
成
お
よ
び
閲
覧
業
務

を
行
う
な
ど
、計
画
ど
お
り
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。
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住
宅
耐
震
化

  

９
月
か
ら
物
部
、堀
ノ
内
、前
浜

お
よ
び
浜
改
田
地
区
に
お
い
て
、建

築
士
に
よ
り
住
宅
耐
震
改
修
の
必

要
性
や
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
す

る
戸
別
訪
問
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、啓
発
活
動
な
ど
に
よ

る
耐
震
改
修
の
実
施
率
向
上
に
努

め
ま
す
。
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道
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上
水
道

　
水
道
未
普
及
地
域
解
消
と
し
て
、

蔵
福
寺
島
地
区
の
配
水
管
布
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
は
、本
年
度
予
定

し
て
い
た
三
畠
地
区
の
配
水
管
布

設
替
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
地
震
対
策
は
、大
篠
水
源
地
か

ら
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

上
水
道

　
水
道
未
普
及
地
域
解
消
と
し
て
、

蔵
福
寺
島
地
区
の
配
水
管
布
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
有
収
率
向
上
は
、本
年
度
予
定

し
て
い
た
三
畠
地
区
の
配
水
管
布

設
替
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
地
震
対
策
は
、大
篠
水
源
地
か

ら
の
送
水
管
の
耐
震
化
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

福

　祉

福

　祉

民
生
委
員・児
童
委
員

　
本
年
が
一
斉
改
選
の
年
に
当
た

り
、12
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任

期
で
、民
生
児
童
委
員
１
２
３
名
、

主
任
児
童
委
員
11
名
の
方
が
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
に
お
け
る
生
活

課
題
を
早
期
に
発
見
し
、支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員

　
本
年
が
一
斉
改
選
の
年
に
当
た

り
、12
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任

期
で
、民
生
児
童
委
員
１
２
３
名
、

主
任
児
童
委
員
11
名
の
方
が
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
に
お
け
る
生
活

課
題
を
早
期
に
発
見
し
、支
援
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

消

　防

消

　防

職
員
研
修

　
消
防
大
学
校
、消
防
学
校
の
各

種
専
門
課
程
へ
の
入
校
お
よ
び
高

知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
医

師
を
講
師
と
し
て
病
院
前
産
科
救

急
研
修
を
行
い
、周
産
期
救
急
事

案
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

職
員
研
修

　
消
防
大
学
校
、消
防
学
校
の
各

種
専
門
課
程
へ
の
入
校
お
よ
び
高

知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
婦
人
科
医

師
を
講
師
と
し
て
病
院
前
産
科
救

急
研
修
を
行
い
、周
産
期
救
急
事

案
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

教

　育

教

　育

学
校
教
育

　
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
73

回
高
新
中
学
駅
伝
競
走
大
会
で
、

香
長
中
学
校
が
大
会
史
上
初
の
男

女
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。男
子

は
13
年
ぶ
り
５
度
目
、女
子
は
３

年
連
続
16
度
目
の
優
勝
と
な
り
、

12
月
18
日
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
30
回
全
国
中
学
校
駅
伝
に
出

場
し
ま
す
。

施
設
整
備

　
国
府
小
学
校
、三
和
小
学
校
、後

免
野
田
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
お
よ
び
岡
豊
小
学
校
の
プ
ー

ル
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館

　
本
年
度
に
予
定
し
て
い
た
用
地

取
得
お
よ
び
物
件
移
転
は
契
約
が

完
了
し
ま
し
た
。来
年
度
も
引
き

続
き
、用
地
取
得
な
ど
を
行
い
、新

図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
取
組
を

進
め
ま
す
。

 

成
人
式

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、本
市
で
は
引
き

続
き
20
歳
の
方
を
対
象
に
、式
典

の
名
称
も
変
更
せ
ず
に
実
施
し
ま

す
。

学
校
教
育

　
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
73

回
高
新
中
学
駅
伝
競
走
大
会
で
、

香
長
中
学
校
が
大
会
史
上
初
の
男

女
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。男
子

は
13
年
ぶ
り
５
度
目
、女
子
は
３

年
連
続
16
度
目
の
優
勝
と
な
り
、

12
月
18
日
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

る
第
30
回
全
国
中
学
校
駅
伝
に
出

場
し
ま
す
。

施
設
整
備

　
国
府
小
学
校
、三
和
小
学
校
、後

免
野
田
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
お
よ
び
岡
豊
小
学
校
の
プ
ー

ル
改
修
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
図
書
館

　
本
年
度
に
予
定
し
て
い
た
用
地

取
得
お
よ
び
物
件
移
転
は
契
約
が

完
了
し
ま
し
た
。来
年
度
も
引
き

続
き
、用
地
取
得
な
ど
を
行
い
、新

図
書
館
の
建
設
に
向
け
て
取
組
を

進
め
ま
す
。

 

成
人
式

　
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、本
市
で
は
引
き

続
き
20
歳
の
方
を
対
象
に
、式
典

の
名
称
も
変
更
せ
ず
に
実
施
し
ま

す
。

農
林
水
産

農
林
水
産

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
久
枝
工
区
は
本
年
度
、能
間
お

よ
び
下
島
工
区
は
来
年
度
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、新
た
に
、浜
改

田
西
部
工
区
で
着
工
す
る
予
定
で

あ
り
、堀
ノ
内
お
よ
び
廿
枝
工
区

は
、土
地
改
良
区
の
ほ
か
関
係
機

関
と
連
携
し
て
換
地
計
画
原
案
な

ど
の
作
成
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
新
た
な
有
望
品
目

と
し
て
、本
年
度
か
ら
業
務
加
工

用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　
久
枝
工
区
は
本
年
度
、能
間
お

よ
び
下
島
工
区
は
来
年
度
の
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
は
、新
た
に
、浜
改

田
西
部
工
区
で
着
工
す
る
予
定
で

あ
り
、堀
ノ
内
お
よ
び
廿
枝
工
区

は
、土
地
改
良
区
の
ほ
か
関
係
機

関
と
連
携
し
て
換
地
計
画
原
案
な

ど
の
作
成
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

営
農

　
露
地
野
菜
の
新
た
な
有
望
品
目

と
し
て
、本
年
度
か
ら
業
務
加
工

用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
の
試

験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
も
、可
能
性
を

探
る
た
め
試
験
栽
培
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

  農
業
委
員
会

　
任
期
満
了
に
伴
い
11
月
17
日
に

改
選
が
行
わ
れ
、濵
田
好
典
氏
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
で
は
19
名
中
５
名
、農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
は
17

名
中
１
名
が
女
性
委
員
と
な
り
、前

期
に
比
べ
３
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
市
の
農
業
発
展
の
た

め
、高
知
大
学
や
農
業
大
学
校
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
若
手
農
業
者

座
談
会
の
開
催
や
新
規
就
農
の
支

援
な
ど
、委
員
会
の
さ
ら
な
る
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
も
、可
能
性
を

探
る
た
め
試
験
栽
培
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

  農
業
委
員
会

　
任
期
満
了
に
伴
い
11
月
17
日
に

改
選
が
行
わ
れ
、濵
田
好
典
氏
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
で
は
19
名
中
５
名
、農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
は
17

名
中
１
名
が
女
性
委
員
と
な
り
、前

期
に
比
べ
３
名
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
市
の
農
業
発
展
の
た

め
、高
知
大
学
や
農
業
大
学
校
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
若
手
農
業
者

座
談
会
の
開
催
や
新
規
就
農
の
支

援
な
ど
、委
員
会
の
さ
ら
な
る
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

下
水
道

　
未
普
及
対
策
と
し
て
、篠
原
土

地
区
画
整
理
事
業
に
併
せ
て
発
注

し
た
汚
水
管
渠
築
造
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

下
水
道

　
未
普
及
対
策
と
し
て
、篠
原
土

地
区
画
整
理
事
業
に
併
せ
て
発
注

し
た
汚
水
管
渠
築
造
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。
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　昨年11月22日、長年同一職業に従事し、優れた技能を社会発展のため
に役立て、功績のあった技能職者を顕彰する「令和4年度南国市技能功労
者表彰式」が行われました。
　受賞者の皆さんを紹介します（順不同）。

　昨年11月22日、長年同一職業に従事し、優れた技能を社会発展のため
に役立て、功績のあった技能職者を顕彰する「令和4年度南国市技能功労
者表彰式」が行われました。
　受賞者の皆さんを紹介します（順不同）。

我がまちの
名工

南国市技能功労者表
彰

我がまちの名工

　令和４年度第44回少年の主張高知県大会において、北陵中学校３年岡崎由奈さんの作文「さあ、あなたはどうす
る？」が最優秀賞を受賞しました。また、北陵中学校３年小島美月さんと香南中学校１年畠中蒼介さんが優秀賞を、香長
中学校３年井田陽菜さんと土居心兎美さんが優良賞を受賞しました。そして、最優秀賞の岡崎さんは高知県代表として
全国大会へも出場し「国立青少年教育振興機構努力賞」を受賞しました。審査員からは「若さと清々しさにあふれ、自由
な考え、旺盛な好奇心、改革への意欲と熱意がストレートに心に響く素晴らしい発表だった」とコメントがありました。
■問い合わせ／少年育成センター　☎088-863-4201

　（一社）日本善行会主催の令和４年度秋季善行表彰を受賞した國沢
昌史さん（岡豊町）が、竹内教育長に受賞の報告をしました。國沢さん
は、中学１年生から南国市ジュニア・リーダー・クラブに所属し、子ども
会が主催する小学生の引率・ゲーム指導・キャンプ指導を行ってきまし

た。また、大学進学以降は、同シニア・リーダー・クラブに所属し、前記に加え他市町村との合同合宿にも企画段階か
ら参加するなど、約２４年間にわたり青少年健全育成活動に多大な貢献をしたことが表彰されました。
　（一社）日本善行会とは、発足から85年という長期間にわたって善行者表彰、善行実践活動、善行精神普及活動な
どを推進することで、健全な青少年の育成に貢献をしている団体です。南国市からは、平成15年度・16年度以来の
受賞となりました。
　教育長は、これまでの國沢さんの活動に敬意を表するとともに、これからも南国市の子ども達のために活動を続
けてもらえるよう激励しました。
■南国市ジュニア・リーダー・クラブについての問い合わせ／少年育成センター　☎088-863-4201

　令和４年度「土佐の匠（たくみ）」に認定された西川
良さん（稲生）が、市長を表敬訪問しました。
　土佐の匠とは、県内産業の基盤を支え、その振興
に貢献している熟練技能・技術や各地域で古くから
受け継がれてきた伝統技能の優れた保持・承継者を
高知県が認定する制度です。
　西川さんは、井上石灰工業株式会社に入社した平
成18年以降一貫して石灰の製造に従事し、200年以
上の歴史を持つ稲生の石灰産業を支える伝統的な
製法「塩焼き法」を今に伝える焼成技能者として、石
灰製造の分野で初の認定者となりました。
　西川さんが作り出す高品質・高純度の石灰は、ゴ
ム・樹脂分野、こんにゃく用凝固剤、医薬・試薬分野な
どで使用されているそうです。

２
０
２
２
年
表
彰
報
告

９／４　第44回「少年の主張」高知県大会表彰式（高知市春野文化ホール）

１１／２８　令和４年度秋季善行表彰受賞報告

11／18　土佐の匠（石灰製造）西川さんの表敬訪問

岡崎由奈さんとくろしおくん前列左から４番目小島さん、右から５番目岡崎さん、４番目畠中さん、３番目土居さん、２番目井田さん　

松本　孝さん（植田）  ●鍛造／経歴41年●
まつもと たかし

　土佐刃物の伝統技法を学び、家庭用刃物から農山林従事者
への刃物まで製造販売。卓越した技術で製造から刃物組立ま
での８工程を一貫製造体制で行っている。国内研究施設での研
究活動や、若手に対する技術伝承も熱心に行っている。

栁原 克行さん（稲生）  ●建具職人／経歴40年●
やなぎはら かつゆき

　研究熱心で技術の向上に努め、木材の反り、ねじれなどを見
抜く力を持ち、県産材のヒノキ、スギによる建具や、雪見障子、組
子欄間などを制作している。加工機械の導入や新しいデザイン
の模索など、時代に合った製品の開発にも努めている。

濱口 卓也さん（大埇甲） 
はまぐち たくや

　建設機械の組立業務に携わり、サイレントパイラーの組立・検
査などに従事。国家資格の取得など技術の向上に努め、組立ス
キル・技術が高く評価されている。製品に対して厳しい品質基準
を求める姿勢、考え方は周囲に好影響を与えている。

●一般機械器具組立●経歴25年

有村 正佳さん（篠原）  ●溶接工／経歴27年●
ありむら まさよし

　溶接・製缶・組立に２７年間従事し、積み重ねた経験により金
属の性質を知り、生き物のような金属の変化を予知し、高精度
な溶接・組立技術を確立した。経験や勘で培った熟練技能を生
かすとともに、後進の育成にも力を注いでいる。

石本 靖善さん（岡豊町八幡）  ●看板製作／経歴44年●
いしもと やすよし

　ペンキでの手書きによる文字書き技術の習得から始まり、カ
ッティングマシーンの登場など看板業界の方向性の大きな変化
に対応してきた。先輩から受け継いだ技術をアレンジし、時代の
ニーズに合った施工方法を後輩に伝達している。
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　昨年11月22日、長年同一職業に従事し、優れた技能を社会発展のため
に役立て、功績のあった技能職者を顕彰する「令和4年度南国市技能功労
者表彰式」が行われました。
　受賞者の皆さんを紹介します（順不同）。

　昨年11月22日、長年同一職業に従事し、優れた技能を社会発展のため
に役立て、功績のあった技能職者を顕彰する「令和4年度南国市技能功労
者表彰式」が行われました。
　受賞者の皆さんを紹介します（順不同）。

我がまちの
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南国市技能功労者表
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我がまちの名工

　令和４年度第44回少年の主張高知県大会において、北陵中学校３年岡崎由奈さんの作文「さあ、あなたはどうす
る？」が最優秀賞を受賞しました。また、北陵中学校３年小島美月さんと香南中学校１年畠中蒼介さんが優秀賞を、香長
中学校３年井田陽菜さんと土居心兎美さんが優良賞を受賞しました。そして、最優秀賞の岡崎さんは高知県代表として
全国大会へも出場し「国立青少年教育振興機構努力賞」を受賞しました。審査員からは「若さと清々しさにあふれ、自由
な考え、旺盛な好奇心、改革への意欲と熱意がストレートに心に響く素晴らしい発表だった」とコメントがありました。
■問い合わせ／少年育成センター　☎088-863-4201

　（一社）日本善行会主催の令和４年度秋季善行表彰を受賞した國沢
昌史さん（岡豊町）が、竹内教育長に受賞の報告をしました。國沢さん
は、中学１年生から南国市ジュニア・リーダー・クラブに所属し、子ども
会が主催する小学生の引率・ゲーム指導・キャンプ指導を行ってきまし

た。また、大学進学以降は、同シニア・リーダー・クラブに所属し、前記に加え他市町村との合同合宿にも企画段階か
ら参加するなど、約２４年間にわたり青少年健全育成活動に多大な貢献をしたことが表彰されました。
　（一社）日本善行会とは、発足から85年という長期間にわたって善行者表彰、善行実践活動、善行精神普及活動な
どを推進することで、健全な青少年の育成に貢献をしている団体です。南国市からは、平成15年度・16年度以来の
受賞となりました。
　教育長は、これまでの國沢さんの活動に敬意を表するとともに、これからも南国市の子ども達のために活動を続
けてもらえるよう激励しました。
■南国市ジュニア・リーダー・クラブについての問い合わせ／少年育成センター　☎088-863-4201

　令和４年度「土佐の匠（たくみ）」に認定された西川
良さん（稲生）が、市長を表敬訪問しました。
　土佐の匠とは、県内産業の基盤を支え、その振興
に貢献している熟練技能・技術や各地域で古くから
受け継がれてきた伝統技能の優れた保持・承継者を
高知県が認定する制度です。
　西川さんは、井上石灰工業株式会社に入社した平
成18年以降一貫して石灰の製造に従事し、200年以
上の歴史を持つ稲生の石灰産業を支える伝統的な
製法「塩焼き法」を今に伝える焼成技能者として、石
灰製造の分野で初の認定者となりました。
　西川さんが作り出す高品質・高純度の石灰は、ゴ
ム・樹脂分野、こんにゃく用凝固剤、医薬・試薬分野な
どで使用されているそうです。
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９／４　第44回「少年の主張」高知県大会表彰式（高知市春野文化ホール）

１１／２８　令和４年度秋季善行表彰受賞報告

11／18　土佐の匠（石灰製造）西川さんの表敬訪問

岡崎由奈さんとくろしおくん前列左から４番目小島さん、右から５番目岡崎さん、４番目畠中さん、３番目土居さん、２番目井田さん　

松本　孝さん（植田）  ●鍛造／経歴41年●
まつもと たかし

　土佐刃物の伝統技法を学び、家庭用刃物から農山林従事者
への刃物まで製造販売。卓越した技術で製造から刃物組立ま
での８工程を一貫製造体制で行っている。国内研究施設での研
究活動や、若手に対する技術伝承も熱心に行っている。

栁原 克行さん（稲生）  ●建具職人／経歴40年●
やなぎはら かつゆき

　研究熱心で技術の向上に努め、木材の反り、ねじれなどを見
抜く力を持ち、県産材のヒノキ、スギによる建具や、雪見障子、組
子欄間などを制作している。加工機械の導入や新しいデザイン
の模索など、時代に合った製品の開発にも努めている。

濱口 卓也さん（大埇甲） 
はまぐち たくや

　建設機械の組立業務に携わり、サイレントパイラーの組立・検
査などに従事。国家資格の取得など技術の向上に努め、組立ス
キル・技術が高く評価されている。製品に対して厳しい品質基準
を求める姿勢、考え方は周囲に好影響を与えている。

●一般機械器具組立●経歴25年

有村 正佳さん（篠原）  ●溶接工／経歴27年●
ありむら まさよし

　溶接・製缶・組立に２７年間従事し、積み重ねた経験により金
属の性質を知り、生き物のような金属の変化を予知し、高精度
な溶接・組立技術を確立した。経験や勘で培った熟練技能を生
かすとともに、後進の育成にも力を注いでいる。

石本 靖善さん（岡豊町八幡）  ●看板製作／経歴44年●
いしもと やすよし

　ペンキでの手書きによる文字書き技術の習得から始まり、カ
ッティングマシーンの登場など看板業界の方向性の大きな変化
に対応してきた。先輩から受け継いだ技術をアレンジし、時代の
ニーズに合った施工方法を後輩に伝達している。
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税 務 課 か ら の お 知 ら せ

南 国 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

■予約方法／電話（受付時間／平日８：30～17：00）
※混雑を避けるため窓口での予約はご遠慮ください。
■予約受付電話番号／０８８－８８０－６５５４（税務課直通）
■申告受付期間／2月１６日（木）～３月１５日（水）　
　　　　　　　　※土・日・祝日を除く
■申告受付時間／①　 ８：４５～１１：１５　
　　　　　　　　② １３：００～１６：３０

マイナンバーカードの読み取り回数が1回に！
青色申告決算書・収支内訳書がスマホで作成可能に！

確定申告はスマホからがおすすめです！

市・県民税および所得税の申告受付は予約制です

確定申告などで国民健康保険税の納付証明書が必要な方は、無料で発行します。
※市役所で申告をされる方は、南国市への支払分の納付証明書は不要です。
■受付期間／１月１3日（金）～３月１5日（水）　※土・日・祝日を除く
■申請方法／窓口でお渡しする場合は、窓口に来られる方の本人確認用書類（運転免許証等）をご持参ください。
　　　　　　納税義務者の方と窓口に来られる方が別世帯の場合は委任状も必要です。

納付証明書の発行

■問い合わせ／税務課　☎０８８－８８０－６５５４

■詳しくは、国税庁ホームページの「令和４年分　確定申告特集（準備編）」をご覧ください。
　≪国税庁ホームページ https://www.nta.go.jp≫

☆注意事項
・ 予約がない方は申告受付できない場合があります。
・ 予約した時間に来られなくなった場合は、必ず連絡

してください。
 また、予約時間に遅れると受付できない場合があります。
・ 申告内容や混雑状況によっては、受付が予約時間か

ら前後することがあります。

マイナポータル連携で確定申告書に自動入力！
令和4年分確定申告から自動入力対象がさらに拡大

～マイナポータル連携を行う前の事前設定～
１　マイナンバーカードの取得

２　事前設定の専用ページにアクセス

３　確定申告書等を作成

今後も順次拡大予定！

公的年金等の源泉徴収票　  国民年金保険料　  医療費
ふるさと納税　住宅ローン控除関係　生命保険・地震保険　株式の特定口座

NEWNEW NEWNEW

NEWNEW

NEWNEW

NEWNEW

マイナンバーカードの
交付申請はこちら

マイナポータル連携の
事前設定はこちら

確定申告書等作成コーナー
はこちら

確定申告書等作成コーナーを利用した
入力方法などの動画（YouTube「国税庁
動画チャンネル」）はこちら

NTA.ch

久枝工区・能間工区では、
基盤切盛・基盤整地・表土整地を
並行して進めています（11 月末時点）。

・ 基盤切盛とは？
　ひとつにするほ場の高さを合わせて水平にするため
　に基盤の切り盛りを行うこと。
・ 基盤整地とは？
　基盤切盛した土をさらに均一にすること。
・ 表土整地とは？
　仮置きしておいた表土を水平になるように整地する
　こと。
※表土とは、土壌の表層部で作物が根を張って栄養や
　水分を補給するための大切な土のことです。

※写真は能間工区です。
※地区によって複数年に分けて工事を行う場合があり

ます。能間工区は令和４年度と５年度で工事を行う計
画です。

■問い合わせ／農地整備課　☎０８８－８８０－６５８６

11月末撮影

NANKOKU
給食だより
NANKOKU
給食だより

地域食材と食材交流

■問い合わせ／学校教育課学校給食係　☎０８８－８６３－２５６６

南国市食育キャラクター
こめおくん

南国市食育キャラクター
まいちゃん南国市食育キャラクターデザイン：高知県立高知東工業高等学校美術マンガ部

シリーズ国営ほ場整備

久枝工区・能間工区の工事を進めています
32

ご予約は
お早めに！

ポン切り煮ポン切り煮

恵庭市のえびすかぼちゃ恵庭市のえびすかぼちゃ 千歳じゃがいものカレー炒め千歳じゃがいものカレー炒め
四方竹のサラダ四方竹のサラダ

秋の香りごはん秋の香りごはん
　給食には、様々な地域食材が使用されています。秋に旬を迎える「四方
竹」は、ご存じのとおり鮮やかな緑色と四角い切り口が特徴の、南国市が
全国に誇る特産品です。今年は、定番の「ポン切り煮」や「四方竹のサラダ」、
中学校ではさらに「秋の香りごはん」として提供しました。
　また、遠く離れた北海道と食材交流を行っています。互いに空港のあ
る市として交流が始まった本市の奈路小学校と千歳市の支笏湖小学校
ですが、やがて特産品の交流も行うことになり、平成１０年に協定を結び
ました。新千歳空港への直行便は廃線となりましたが、千歳市のじゃが
いもから始まったこの食材交流は、のちに恵庭市のえびすかぼちゃも加
わり、毎年秋に給食で提供しています。
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■予約受付電話番号／０８８－８８０－６５５４（税務課直通）
■申告受付期間／2月１６日（木）～３月１５日（水）　
　　　　　　　　※土・日・祝日を除く
■申告受付時間／①　 ８：４５～１１：１５　
　　　　　　　　② １３：００～１６：３０

マイナンバーカードの読み取り回数が1回に！
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■詳しくは、国税庁ホームページの「令和４年分　確定申告特集（準備編）」をご覧ください。
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基盤切盛・基盤整地・表土整地を
並行して進めています（11 月末時点）。

・ 基盤切盛とは？
　ひとつにするほ場の高さを合わせて水平にするため
　に基盤の切り盛りを行うこと。
・ 基盤整地とは？
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　こと。
※表土とは、土壌の表層部で作物が根を張って栄養や
　水分を補給するための大切な土のことです。

※写真は能間工区です。
※地区によって複数年に分けて工事を行う場合があり

ます。能間工区は令和４年度と５年度で工事を行う計
画です。
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地域食材と食材交流
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　給食には、様々な地域食材が使用されています。秋に旬を迎える「四方
竹」は、ご存じのとおり鮮やかな緑色と四角い切り口が特徴の、南国市が
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中学校ではさらに「秋の香りごはん」として提供しました。
　また、遠く離れた北海道と食材交流を行っています。互いに空港のあ
る市として交流が始まった本市の奈路小学校と千歳市の支笏湖小学校
ですが、やがて特産品の交流も行うことになり、平成１０年に協定を結び
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姉妹都市の岩沼市長が長宗我部フェスに参加しました姉妹都市の岩沼市長が長宗我部フェスに参加しました姉妹都市の岩沼市長が長宗我部フェスに参加しました姉妹都市の岩沼市長が長宗我部フェスに参加しました11
18・19

防火PR活動出発式（高知ヤクルト販売株式会社）防火PR活動出発式（高知ヤクルト販売株式会社）防火PR活動出発式（高知ヤクルト販売株式会社）防火PR活動出発式（高知ヤクルト販売株式会社）11
4

　消防本部は、令和４年11月９日から11月15
日までの令和４年秋季全国火災予防運動の一
環として、ヤクルトレディ（販売員）の皆様に防
火ＰＲ活動の協力をしていただいています。
　これに先立ちまして出発式をしました。
■問／消防本部予防課
　　　☎088-863-3511

　姉妹都市である宮城県岩沼市の佐藤淳一市長が本市を訪れ、スポーツ
センタータワー、海洋堂 SpaceFactoryなんこく、地域交流センター
MIARE！、道の駅なんこく風良里など各施設を視察しました。　
　また、県立歴史民俗資料館で開催された長宗我部フェスの開会式には、
平山市長らとともに甲冑姿で参加し、会場を盛り上げてくれました。
■問／企画課企画調整係　☎088-880-6553

地産地消なんこく弁当を配布しました（地産地消拡大事業）地産地消なんこく弁当を配布しました（地産地消拡大事業）地産地消なんこく弁当を配布しました（地産地消拡大事業）地産地消なんこく弁当を配布しました（地産地消拡大事業）11
18・25

12
2・9

　南国市の特産農産物をたっぷり使用した「地産地消
なんこく弁当」を、今年も高知大学物部キャンパス・岡豊
キャンパスの学生に無料配布しました。この事業は、新
型コロナウイルス感染症拡大により経済的影響を受け
ている大学生への生活支援と、南国市の特産農産物へ
関心を持ってもらうきっかけづくりとして市が企画した
ものです。昨年度実施したところ、大変好評だったこと
や、長引くコロナ禍による影響を考慮し、今年度もJA高
知県に委託し実施しました。
　南国市特産の「四方竹」はもちろんのこと、今回は11
月に「ナスとシシトウのポン酢和え」として「ナス」と「シ
シトウ」、12月には「シャモの炊き込みご飯弁当」として

「シャモ」を取り入れました。昨年度に比べ、よりパワー
アップした「地産地消なんこく弁当」は、連日長い行列が
でき、受け取った学生たちは嬉しそうにしていました。
■問／農林水産課地産地消推進係
　　　☎088-880-6559

第39回土佐日記門出のまつりが開催されました （紀貫之邸址・古今集の庭）第39回土佐日記門出のまつりが開催されました （紀貫之邸址・古今集の庭）第39回土佐日記門出のまつりが開催されました （紀貫之邸址・古今集の庭）第39回土佐日記門出のまつりが開催されました （紀貫之邸址・古今集の庭）11
6

　土佐日記で知られる紀貫之にまつわる「土
佐日記門出のまつり」が開催されました。
　式典では国府小学校児童による演奏などの
ほか、俳句の表彰・展示などが行われました。
　また、紀貫之を紹介する番組（NHK Eテレ

「知恵泉」）が１月に放送される予定です。
■問／国府史跡保存会
　　　☎090-9774-1667

▲ 11／20～27 南国市国際交流協会
設立20周年記念パネル展（MIARE!）

▲ 11／25 南国市観光大使三山ひろし
さん応援横断幕（MIARE!）

▲ 11／21 ボッチャ（パラスポ）
体験教室（長岡小学校）

市内保育所（園）・幼稚園へ絵本が寄贈されました 市内保育所（園）・幼稚園へ絵本が寄贈されました 市内保育所（園）・幼稚園へ絵本が寄贈されました 市内保育所（園）・幼稚園へ絵本が寄贈されました 11
16
　香長ロータリークラブから地域貢献の一環として、市内の6公立保育所、８民間保育園、1公立幼稚園に合計218冊の絵本が寄
贈され、明見保育所で贈呈式をしました。また、明見保育所ではボランティアでおもちゃ倉庫などの修繕もしていただきました。
■問／子育て支援課幼保支援係　☎088-880-6562

令和４年度 南国市戦没者追悼式令和４年度 南国市戦没者追悼式令和４年度 南国市戦没者追悼式令和４年度 南国市戦没者追悼式11
23
　先の大戦で亡くなられた方を追悼し、平和を祈念するため「令和
４年度南国市戦没者追悼式」を開催し、約１００名の遺族が参列し
ました。
　今年の平和作文は、北陵中学校２年生を代表して服部満月さん
が朗読しました。服部さんは広島の修学旅行での平和学習を通し
て、資料館や語り部さんから戦争の実態や想像を絶する悲惨さを
知ったこと、学びを通して生徒たちで考えた平和宣言を平和記念
公園で朗読した体験を語り、戦争の実態を次の世代へ伝え続けて
いくことの大切さや、大切なもの全てを奪う戦争を絶対に許しては
いけないという強い思いを伝えてくれました。
■問／福祉事務所地域福祉支援係　☎088-880-6566

▲ 11／4 英語教育改善プラン
研究発表会(日章小学校）

▲ 11／12 小学生駅伝大会（前浜） ▲ 11／12,13 高知アニメクリエイター祭
（海洋堂SpaceFactoryなんこく）
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　一人一人が人間らしく生きていくために、生まれながらに持つ大切な権利である人権が尊重されるまちづくりを推進し
ていくため、南国市人権を尊重するまちづくり審議会の市民委員を募集します。
１．募集人数
　　２名以内
２．募集期間
　　令和5年１月４日（水）から令和5年１月１8日（水）

まで
３．任期
　　令和5年4月１日から令和7年３月３１日まで
４．応募条件
　①市内に居住、通勤又は通学する方
　②年齢１８歳以上の方
　③国および地方公共団体の議員または常勤の公務員

でない方
　④平日の日中に開催される審議会（年２回程度）に

出席できる方

５．応募方法
　　市役所１階総合案内で配布する応募用紙（南国市ホーム

ページでもダウンロードできます）に必要事項（①氏名
（ふりがな）、②生年月日（年齢）、③住所、④電話番号、⑤
応募動機（１００字以内）を記入し、郵送、ＦＡＸまたは
電子メールでご応募ください。なお、応募書類は返却
しません。

６．選考方法
　　応募書類を基に、選考します。（必要に応じて面接を行

う場合があります。）
７．職務内容
　　審議会に出席し、人権を尊重するまちづくりの推進のた

めに必要な施策について議論していただきます。

じんけん係からのお知らせ
じんけん係からのお知らせ

南国市人権を尊重するまちづくり審議会の市民委員を募集します南国市人権を尊重するまちづくり審議会の市民委員を募集します

■応募・問い合わせ
〒783-0013　南国市幸町3丁目1番3号　南国市総務課じんけん係
☎088-864-0160　FAX 088-864-3221 　電子メール n-jinkens@city.nankoku.lg.jp

長寿支援課からのお知らせ 

在宅生活されている高齢者へ掃除や洗濯等の暮らしの支援をするサポーターを養成します！
難しいことはしません！ご自身の介護予防にも効果がありますので、是非ご参加ください♪

くらしのサポーター養成研修を開催します！くらしのサポーター養成研修を開催します！

■問い合わせ／長寿支援課介護保険係　☎088-880-6556

◆日　時　　２月20日（月）　１３時～１６時頃まで
◆会　場　　南国市役所　５階　第３～５委員会室
◆対象者　　今後サポーターとして活動を希望する
　　　　　　成人の方
※研修終了後、すぐの活動になるとは限りません。

◆内容 ・介護に関する基礎知識
 ・具体的な支援の内容
 ・高齢者の理解
 ・接遇  など
◆定員　10名程度　※事前予約が必要です。

マイナンバー専用窓口・予約電話番号　
０８８-８６３-２９２０

　マイナンバーカード交付のお知らせが届いている方で、平日窓口に行けないなどの理由でお受け取りになって
いない方は、ぜひご利用ください（要予約）。マイナンバーカードの申請等その他手続きも対応しています。

予
約
専
用
サ
イ
ト

休日・夜間にマイナンバーカードの受け取りができます休日・夜間にマイナンバーカードの受け取りができます
マイナンバーカードのお知らせマイナンバーカードのお知らせ

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４

締切　2月10日（金）（定員になり次第、募集終了）

※必ず事前に予約をお願いします。

【臨時交付】1 月の毎週金曜日　17:15 ～ 19：00　※マイナンバーカードの交付のみ対応
【休日交付】1/14（土）、1/29（日）８：３０～ 12：00

※水曜日に行っている通常の延長窓口では、住民票や戸籍等の証明発行も行っています。

広報なんこく 令和5年1月号12



皆さまの声をお聞かせください
市長への手紙（表面） 市長への手紙（裏面）

やま折り

やま折り

や
ま
折
り

や
ま
折
り

ここにのりしろ②を貼り合わせてください。　　　◆２

こ
こ
に
の
り
し
ろ
③
を
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
◆
３

こ
こ
に
の
り
し
ろ
①
を
貼
り
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
◆
１

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

南
国

市
大

埇
甲

２
３

０
１

番
地

南
国

市
役

所
平

山
市

長
　

行

7 8 3 8 7 9 0

たに折り

た
に
折
り

た
に
折
り

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

◆
３
　
　
　
　
の
　
り
　
し
　
ろ
　
③

◆
１
　
　
　
　
の
　
り
　
し
　
ろ
　
①

◆２　　　　の　り　し　ろ　②

料
金
受
取
人
払
郵
便

南
国
郵
便
局

承
　
　
認

差
出
有
効
期
間

令
和
5年
3月

31日
ま
で

867

ファックスで送られる場合はこちらの面を
そのまま送信してください。 088-863-1167

※

書
き
込
む
際
は
、
摩
擦
熱
で
イ
ン
ク
が
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

市長への手紙市長への手紙

市ホームページ内の「市民の声（ご意見・ご提案）」ページからも
投稿する事ができます。
■問い合わせ／南国市役所　企画課
 ☎ 088-863-2111（代表）
 　 088-863-1167

回答を希望する場合は、必ず住所、お名前、電話番号を記入してください。担当する部署か
ら電話や書面などで回答します。ただし、市役所の業務以外のこと、個人や団体を中傷す
るものなど、内容によっては回答できないものもありますのでご了承ください。

住 所 南 国 市

名 前
電 話 番 号

※市 処 理 欄 　 No. 担 当

（ ふりが な ）
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◆日　時　　２月20日（月）　１３時～１６時頃まで
◆会　場　　南国市役所　５階　第３～５委員会室
◆対象者　　今後サポーターとして活動を希望する
　　　　　　成人の方
※研修終了後、すぐの活動になるとは限りません。

◆内容 ・介護に関する基礎知識
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 ・高齢者の理解
 ・接遇  など
◆定員　10名程度　※事前予約が必要です。

マイナンバー専用窓口・予約電話番号　
０８８-８６３-２９２０

　マイナンバーカード交付のお知らせが届いている方で、平日窓口に行けないなどの理由でお受け取りになって
いない方は、ぜひご利用ください（要予約）。マイナンバーカードの申請等その他手続きも対応しています。

予
約
専
用
サ
イ
ト

休日・夜間にマイナンバーカードの受け取りができます休日・夜間にマイナンバーカードの受け取りができます
マイナンバーカードのお知らせマイナンバーカードのお知らせ

■問い合わせ／市民課市民係　☎０８８－８８０－６５７４

締切　2月10日（金）（定員になり次第、募集終了）

※必ず事前に予約をお願いします。

【臨時交付】1 月の毎週金曜日　17:15 ～ 19：00　※マイナンバーカードの交付のみ対応
【休日交付】1/14（土）、1/29（日）８：３０～ 12：00

※水曜日に行っている通常の延長窓口では、住民票や戸籍等の証明発行も行っています。
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皆さまの声をお聞かせください
市長への手紙（表面） 市長への手紙（裏面）
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やま折り
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31日
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で

867

ファックスで送られる場合はこちらの面を
そのまま送信してください。 088-863-1167

※

書
き
込
む
際
は
、
摩
擦
熱
で
イ
ン
ク
が
消
え
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

市長への手紙市長への手紙

市ホームページ内の「市民の声（ご意見・ご提案）」ページからも
投稿する事ができます。
■問い合わせ／南国市役所　企画課
 ☎ 088-863-2111（代表）
 　 088-863-1167

回答を希望する場合は、必ず住所、お名前、電話番号を記入してください。担当する部署か
ら電話や書面などで回答します。ただし、市役所の業務以外のこと、個人や団体を中傷す
るものなど、内容によっては回答できないものもありますのでご了承ください。

住 所 南 国 市

名 前
電 話 番 号

※市 処 理 欄 　 No. 担 当

（ ふりが な ）

〒7 8 3 -
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608

問１　某年の十二月の二十日余一日の日の戌のときに、門出す。
　　　①午前10時ごろ　②午後２時ごろ　③午後８時ごろ

問２　羽根といふ所にきぬ。～女童なむ、この歌を詠める、
　　　「まことにて なにきくところ はねならば（　　）みやこへもがな」
　　　①はしるごとくに　②とぶがごとくに　③うたうごとくに

問３　八日。なほ、河上りになづみて、鳥養の御牧といふほとりにとまる。
　　　①桂川　②淀川　③武庫川

【第607回解答】

★応募総数／51通
★正解率／ 91％

【第607回当選者】
北村　安子
武市　恵美
長崎　和香
森國　美喜子
森野　智晴

問１ ③師走　
問２ ④霜月 
※問２の選択肢⑤徐月は
　除月の誤りでした。

■応募締切／1月10日㈫　消印有効

■あ て 先／〒783－8501 南国市大埇甲２３０１

■応募方法／答え・住所・氏名・紙面の感想を明記し、
　ハガキまたはEメールでご応募ください。（※応募は１人１通まで）

南国市企画課「親子クイズ係」
 n-kouhou＠city.nankoku.lg.jp　　スマホはこちらから

■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に図書カードを贈呈

土佐日記を
読んでみよう

下線部の意味や空欄に入る選択肢はどれ？

市長への手紙（市民の皆さまの声）
　　　　　　令和 4 年の状況報告
市長への手紙（市民の皆さまの声）
　　　　　　令和 4 年の状況報告
令和４年４月から 10 月までに寄せられた

「市長への手紙（市民の皆さまの声）」の状況をお知らせします。

　約7か月間で71件の「市民の皆さまの声」をいただきました。下表のとおり、幅広い分野に
対して様々な種類の声が寄せられました。
　無記名のものを除いた36件については、文書や電話で回答を行い、6件は対応中です。

まちづくり・交通 24 件
市民生活（くらし） 7 件
環境・ごみ 7 件
道路・水路 5 件
産業・観光・イベント 5 件
保健・衛生 4 件
市役所・施設 4 件
税金・保険料・公共料金 3 件
防災・防犯・交通安全 3 件
情報化施策 1 件
その他 8 件

要望 26 件
意見・提言 25 件
苦情 12 件
問い合わせ 4 件
相談 1 件
その他 3 件

分野別の内訳 寄せられた声の種類

引き続き募集していますので、
皆さまの声をお寄せください。

いぬ

■問／企画課秘書広報係　
　　　☎088-880-6553
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